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令
和
五
年
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月
発
行 

第
四
一
〇
号 

塾
長 

藪
木
達
也 

 

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す 

 
 

い
い
一
年
に
な
る
よ
う
に 

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

い
よ
い
よ 

入
試
が
始
ま
り
ま
す
！ 

一
月
一
四
日
（
土
）
は
、
私
立
中
学

校
入
試
の
初
日
で
す
。
ま
た
、
大
学
入

試
共
通
テ
ス
ト
も
一
日
目
で
す
。
翌
日

か
ら
も
続
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
努
力

を
信
じ
て
、
落
ち
着
い
て
実
力
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
。 

 私
立
高
校
入
試 

二
月
一
〇
日
（
金
）
～ 

公
立
一
般
入
試 

三
月
一
〇
日
（
金
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
学
期
の
学
習
予
定 

一
月
十
日
（
火
）
か
ら
三
月
四
日
（
土
）

ま
で
が
、
三
学
期
で
す
。 

三
月
六
日
（
月
）
か
ら
は
新
学
年
を
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◎
中
学
校
進
学
準
備
講
習
（
新
中
一
） 

四
月
か
ら
の
中
学
校
進
学
に
向
け
て
の

準
備
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

で
習
う
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
な
が
ら
小
学

校
で
習
っ
た
内
容
の
復
習
を
し
ま
す
。 

火
・
金
曜
日
の
週
二
回
で
、
算
数(

数
学)

、

国
語
、
理
科
、
社
会
、
中
学
準
備
英
語
の

五
科
目
を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

三
月
六
日
（
月
）
か
ら
は
、
水
・
金
曜

日
の
週
二
回
で
、
新
中
一
の
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
て
、
五
科
目
指
導
す
る
予
定
で
す
。

三
月
中
は
午
後
五
時
～
七
時
二
五
分
の
授

業
で
す
。 

 

    

◎
中
学
一
年
生(

新
中
二) 

今
ま
で
と
同
じ
、
月
・
水
曜
日
の
七
時

～
九
時
二
五
分
の
授
業
で
す
。
中
一
の
完

成
と
復
習
を
し
ま
す
。
苦
手
な
科
目
が
出

て
く
る
時
期
で
す
。「
個
人
指
導
」
も
選
択

し
て
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

◎ 

中
学
二
年
生
は
「
高
校
入
試
コ
ー
ス
」

に
な
り
ま
す
。
水
・
金
曜
日
は
七
時
～
九

時
二
五
分
、
土
曜
日
は
六
時
～
九
時
の
週

三
回
の
授
業
を
し
ま
す
。
二
月
五
日
か
ら

土
曜
日
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
二
年
生

の
勉
強
の
完
成
と
今
ま
で
の
復
習
を
し
な

が
ら
、
高
校
入
試
に
向
け
た
内
容
を
指
導

し
ま
す
。
自
分
の
将
来
を
選
ぶ
大
切
な
年

で
す
。
意
欲
を
持
っ
て
勉
強
に
も
ス
ポ
ー

ツ
に
も
力
を
入
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

三
月
六
日
か
ら
は
火
・
木
・
土
に
な
り
ま

す 

 
 
 
 
 
 

 

 



◎ 
中
学
三
年
生
は
い
よ
い
よ
追
い
込
み

で
す
。
授
業
は
、
高
校
入
試
に
向
け
た
内

容
に
な
り
ま
す
。
火
・
木
曜
日
は
午
後
七

時
～
九
時
四
〇
分
、
土
曜
日
は
午
後
二

時
～
五
時
、
日
曜
勉
強
会
も
午
前
一
〇
時

～
一
時
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
努
力

は
入
試
だ
け
で
な
く
、
高
校
入
学
後
も
役

に
立
ち
ま
す
。
人
生
初
の
試
練
を
有
意
義

に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 

高
校
一
年
生 

三
学
期
に
で
る
評
定
が
大
学
入
試
に
も

使
わ
れ
ま
す
。
推
薦
入
試
を
考
え
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
重
要
で
す
。
高
一
の
成
績

も
資
料
と
な
り
ま
す
か
ら
手
を
抜
か
ず
に

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

◎ 

高
校
二
年
生 

高
二
生
に
と
っ
て
は
進
路
決
定
に
向
け

て
大
事
な
評
定
で
す
。
意
識
を
高
く
持
っ

て
く
だ
さ
い
。
一
月
は
大
学
入
試
共
通
テ

ス
ト
で
す
。
あ
と
一
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

必
死
に
な
っ
て
自
分
の
将
来
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

◎ 

フ
リ
ー
プ
ラ
ン
コ
ー
ス 

 

個
人
指
導
コ
ー
ス 

今
ま
で
と
同
じ
日
時
で
来
て
く
だ
さ
い
。

変
更
に
つ
い
て
は
個
別
に
相
談
し
て
決
め

ま
す
。 

 干
支
（
え
と
）
の
勉
強 

 

今
年
は
「
卯
」
年
で
す
。
卯
（
う
）
に
つ

い
て
い
く
つ
か
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
集
め
て
み

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

卯
年
は
、
芽
を
出
し
た
植
物
が
成
長
し
て

い
き
茎
や
葉
が
大
き
く
な
る
時
期
で
、
目
に

見
え
て
大
き
く
成
長
す
る
年
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
う
さ
ぎ
は
跳
び
は
ね
る
こ
と
か
ら
、

飛
躍
す
る
と
い
う
象
徴
に
な
り
ま
す
。 

 

◎
卯
年
生
ま
れ
の
特
徴 

  

愛
嬌
が
あ
り
、
器
用
で
要
領
が
良
く
、
ユ

ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
も
あ
り
、
負
け
ん
気
が
強

く
団
体
行
動
を
好
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
遊
び
好
き
で
誘
惑
に
弱
く
寂
し
が

り
屋
で
気
分
屋
な
面
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

兎
に
か
ん
す
る
言
葉
で
は 

 

脱
兎
の
如
く 

兎
が
駆
け
る
よ
う
に
と
て
も
速
く
て
捕
ま

え
ら
れ
な
い
こ
と
。 

 

兎
の
登
り
坂 

兎
は
前
足
が
短
く
て
坂
を
登
る
の
が
巧
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
の
利
を
得
て
得
意

の
力
を
発
揮
す
る
こ
と 

 

が
あ
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
兎
の
よ
う
に
素
早
く
行
動
し
成

績
を
ピ
ョ
ン
と
飛
躍
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、「
う
さ
ぎ
と
カ
メ
」
の
兎
の
よ
う
に

油
断
せ
ず
駆
け
続
け
て
く
だ
さ
い
。 

http://www.misaki.rdy.jp/illust/kisetu/ivent/osyougatu/sozaitext/4001.htm

